
山梨県は、2009年に全国で初めて「ゼロカーボンシティ」を宣言するなど、脱

炭素を成長産業に位置づけて、産学官民で連携しながら水素・燃料電池の

集積地「やまなし水素・燃料電池バレー」の実現を目指しています。

2021年6月には、東京電力ホールディングスや東レ、東光高岳と連携し、再

生可能エネルギーを使って二酸化炭素（CO2）を排出せずに製造・貯蔵した

グリーン水素を活用する「P2G（パワーツーガス）システム」の実証実験を開始

しています。天気に左右される太陽光のエネルギーを水素に変換することで、

雨天や夜間もエネルギーを安定供給できるようにする取り組みで、すでに、甲

府市米倉山（こめくらやま）の施設で製造したグリーン水素が、工場やスー

パーに輸送され、工場ではボイラーに、スーパーでは燃料電池で発電して照

明やレジの電力の一部として使われ始めています。
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2022年4月カーボンニュートラルを実現する、夢のエネルギー源。
環境メガトレンド投資の大本命
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水素エネルギー事業のトップランナー、山梨県



水素

また、燃料電池（FC）を搭載した電動アシスト自転車の実用化に向けた実証

実験も進んでいます。山梨県内の企業などが水素・燃料電池事業を推進す

るため設立した一般社団法人「FCyFINE PLUS」（エフシーファイン・プラス）

が開発した燃料電池自転車は、通常のバッテリータイプと比べ容量が大きく、

2倍以上の約100キロメートルの走行が可能です。

長崎幸太郎知事は「水素エネルギーのトップランナーとして先導していきたい。

今後、P2Gシステムをグローバルに展開したい」と語り、中東諸国に技術を売

り込む考えも明らかにしています。我が国における水素エネルギー事業のトッ

プランナー、山梨県に引き続き大きな注目が集まります。
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■従来の電動アシスト自転車

■燃料電池（FC）搭載の電動アシスト自転車

従来の2倍以上、

約100㎞の走行
が可能！
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